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小型航空機の運航の安全確保について 
 
 
 

平成２８年３月２６日、小型航空機が八尾空港に着陸する際に空港内に墜落

し、搭乗者４名が死亡するという事故が発生した。この事故は、空港周辺の地域

住民に多大な不安を与えるとともに、搭乗者全員が死亡に至った極めて深刻な

ものである。 
また、昨年来、本件事故のほか、小型航空機の事故が多数発生している状況

であり、昨年７月に当局より安全確保の徹底を求めるよう周知を行っていたと

ころである。 
これらの事故の原因については、運輸安全委員会において調査されているが、

公表されている報告書等も参考として、また、各事故の発生状況等も踏まえて、

各運航者において、今一度、着陸の際の安全手順等の再確認も含め、法令の遵守、

機体の点検・整備の確実な実施、運航に関わる手順の遵守等を通じて、運航の安

全確保について万全を期するよう、傘下会員に改めて注意喚起されたい。また、

貴会及び傘下会員において講じられた具体的な措置等について４月１１日まで

に報告願いたい。 


